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研究分野以外の関心分野・テーマ

近年、腸内細菌が私たちの健康維持に重要な役割
を担っていることが明らかになってきている。しか
し、腸内細菌がいかなるメカニズムで私たちの健康
維持に及ぼすのかについては、まだ不明な点が多く
残されている。我々は、腸内細菌が作り出す代謝物
の中で、乳酸とピルビン酸が腸管の免疫細胞に作用
し、免疫系を強化することを見出した。腸管には、
腸管に特有の免疫細胞が存在しており、その中で
CX3CR1陽性の細胞は樹状突起を腸管腔内に伸ばし、
腸管腔内の抗原を取り込み、免疫系を活性化させる。
この樹状突起伸長を、腸内細菌が作り出す乳酸とピ
ルビン酸がGPR31の受容体を介して誘導すること、
そしてこれにより病原性細菌による消化管感染症に
対する抵抗性を高めることを明らかにした。

特徴・独自性

腸内細菌が作り出す乳酸とピルビン酸がGPR31
を介して免疫系を強化することが明らかになり、今
後これらを応用した免疫強化剤の開発が期待される。
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